
要
旨
明
治
十
三
年
初
頭
、
有
喜
世
新
聞
は
、
米
商
吉
野
甚
三
郎
と
妻
お
仲
と
の
間
で
起
こ
っ
た
痴
話
喧
嘩
の
内
容
に
つ
い
て
報
じ
た
。
こ

と
は
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
い
ろ
は
新
聞
で
も
潤
色
さ
れ
「
火
高
川
珍
々
鬼
聞
」
と
題
し
〈
つ
づ
き
物
〉
が
つ
く
ら
れ
、
さ
ら
に
仮
名
垣

魯
文
に
よ
り
、
三
編
九
冊
の
草
双
紙
「
恋
相
場
花
王
夜
嵐
」
と
し
て
結
実
す
る
に
至
る
。
本
稿
で
は
こ
の
三
者
三
様
の
内
容
を
検
討
し
、
そ
の

特
色
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
。
さ
ら
に
讃
誇
律
や
新
聞
紙
条
例
な
ど
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
。

お
仲
狂
乱

Ｉ
魯
文
『
恋
相
場
花
王
夜
嵐
』
考
Ｉ

山
本

和

明
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近
年
稀
な
大
火
の
中
、
一
人
の
女
が
数
寄
屋
町
へ
と
駆
け
抜
け
て
い
っ
た
。
女
の
名
は
お
仲
。
兜
町
米
商
吉
野
甚
三
郎
の
妻
で
あ
る
。

火
事
を
遁
れ
て
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
夫
甚
三
郎
が
芸
妓
桜
屋
お
八
重
の
処
に
い
る
、
そ
れ
ゆ
え
の
疾
走
で
あ
っ
た
。
時
に
明
治
十
二

年
十
二
月
二
十
六
日
。
日
本
橋
箔
屋
町
を
火
元
と
す
る
火
災
は
辺
り
を
焼
き
尽
く
し
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
。
そ
の
被
害
状

況
に
つ
い
て
、
読
売
新
聞
一
月
九
日
紙
面
が
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

○
箔
屋
町
の
火
事
に
付
い
て
其
筋
に
て
取
調
べ
ら
れ
た
明
細
表
は
総
町
数
が
六
十
五
ヶ
町
に
て
総
数
六
千
五
百
五
十
二
棟
官
舎
四
棟

学
校
二
ヶ
所
土
蔵
六
十
余
ヶ
所
橋
二
ヶ
所
船
六
艘
合
せ
て
一
萬
四
百
三
十
余
戸
人
口
三
萬
五
千
九
百
八
十
余
人
こ
の
う
ち
焼
死
人
凡

そ
二
十
三
人
傷
を
う
け
た
者
五
十
余
人
ま
た
各
所
の
立
退
場
に
て
救
助
を
受
け
た
者
は
五
百
五
十
余
人
で
あ
り
ま
し
た

年
末
年
始
の
新
聞
各
紙
が
、
こ
の
延
焼
関
連
記
事
を
、
さ
ら
に
は
藤
田
伝
三
郎
贋
札
事
件
の
こ
と
で
紙
面
を
賑
わ
す
な
か
で
、
こ
の
お
仲

、
り
美
弓
Ｌ
小

甚
三
郎
一
件
を
伝
え
た
の
は
有
喜
世
新
聞
が
最
初
と
思
し
い
。

四
回
に
渉
っ
て
連
載
さ
れ
た
事
件
の
あ
ら
ま
し
は
、
と
ど
の
つ
ま
り
夫
に
よ
る
妻
へ
の
虐
待
の
話
で
あ
っ
た
。
事
の
可
否
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
た
だ
報
ず
る
内
容
を
冷
静
に
考
え
て
み
れ
ば
、
当
時
小
新
聞
に
お
い
て
よ
く
掲
載
さ
れ
た
類
の
話
と
大
差
な
い
。
し
か
し
、
話

は
こ
こ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
い
ろ
は
新
聞
紙
上
で
十
一
回
に
渉
っ
て
連
載
さ
れ
、
果
て
は
三
編
九
冊
の
草
双
紙
に
ま
で
な
っ
た
の
で

こ
い
そ
う
ぱ
は
な
の
よ
あ
ら
し

あ
る
。
題
し
て
「
恋
相
場
花
王
夜
嵐
」
。
仮
名
垣
魯
文
の
著
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
回
の
考
察
で
は
、
一
つ
の
痴
話
喧
嘩
に
端
を
発
し
三
者
三
様
の
違
い
を
み
せ
る
伝
達
の
あ
り
方
に
注
目
し
、
少
し
詳
細
に
記
載
内
容

を
辿
っ
て
み
よ
う
と
思
う
。
幸
い
本
館
発
行
、
リ
プ
リ
ン
ト
日
本
近
代
文
学
粥
に
「
恋
相
場
花
王
夜
嵐
」
は
収
録
さ
れ
、
手
軽
に
読
む
こ

は
じ
め
に
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解
題
初
編
明
治
十
三
年
六
月
、
二
編
同
年
九
月
、
三
編
同
十
四
年
八
月
刊
。
三
編
九
冊
。
各
冊
九
丁
。
猫
々
道
人
（
仮
名
垣
魯
文
）

作
、
梅
堂
国
政
画
。
板
元
は
、
東
京
横
山
町
三
丁
目
、
金
松
堂
、
辻
岡
文
助
。
本
書
は
、
江
戸
時
代
の
総
仮
名
の
合
巻
と
違
い
、
同

ち
ん
ち
ん
き
ぶ
ん

じ
く
木
版
な
が
ら
も
漢
字
、
ふ
り
仮
名
つ
き
の
明
治
式
合
巻
ス
タ
イ
ル
。
序
文
に
も
い
う
よ
う
に
、
「
嫉
妬
鬼
聞
」
と
題
し
た
く
続

き
物
〉
（
新
聞
小
説
の
源
流
）
に
手
を
加
え
て
の
合
巻
化
だ
が
、
同
じ
く
魯
文
の
合
巻
「
高
橋
阿
伝
夜
刃
讃
」
（
明
治
十
二
年
）
な
ど

に
く
ら
べ
る
と
、
潤
色
し
た
跡
も
少
な
く
、
〈
続
き
物
〉
ら
し
い
作
と
な
っ
て
い
る
。
三
編
巻
末
に
、
魯
文
が
、
草
双
紙
を
中
心
に

し
た
戯
作
の
沿
革
を
述
べ
て
い
る
の
が
珍
ら
し
い
。

「
「
嫉
妬
鬼
聞
」
と
題
し
た
く
続
き
物
〉
（
新
聞
小
説
の
源
流
）
に
手
を
加
え
て
の
合
巻
化
」
と
の
典
拠
の
指
摘
も
、
初
編
序
文
中
の
言
葉

か
ら
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
表
現
は
正
確
と
は
言
え
な
い
。
一
九
九
三
年
（
平
成
五
年
）
六
月
刊
行
の
『
仮
名
垣
魯
文
ｌ
文
明
開
化
の

戯
作
者
」
（
有
隣
新
書
・
一
八
一
頁
）
で
、
興
津
氏
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
む
し
ろ
こ
ち
ら
を
是
と
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
年
に
お
い
て
、
〈
続
き
物
〉
で
活
況
を
見
せ
た
の
は
「
い
ろ
は
新
聞
」
だ
っ
た
。
（
略
）
日
本
橋
の
芸
者
お
八
重
と
米
商
吉
野
甚

三
郎
の
情
話
に
、
こ
れ
も
芸
者
あ
が
り
の
吉
野
の
妻
お
仲
の
嫉
妬
が
か
ら
む
「
火
高
川
珍
々
鬼
聞
」
（
同
年
一
月
二
十
一
日
’
二
月

五
日
、
『
恋
相
場
花
王
夜
嵐
」
と
改
題
、
仮
名
垣
魯
文
著
・
同
年
六
月
初
編
刊
・
金
松
堂
）
、
…

い
ろ
は
新
聞
と
の
関
わ
り
を
い
ち
早
く
指
摘
し
た
の
は
前
田
愛
「
明
治
初
期
戯
作
出
版
の
動
向
」
二
近
代
読
者
の
成
立
」
）
で
あ
っ
た
。

究
」
四
二
号
（

抜
革
し
て
お
く
。

と
も
可
能
と
な
っ
た
。
論
者
自
身
も
刊
行
状
況
を
中
心
に
解
題
を
付
し
た
が
、
今
回
は
そ
こ
で
積
み
残
し
た
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
て
み

た
い
。ま

ず
は
研
究
史
の
上
か
ら
。
本
書
に
つ
い
て
興
津
要
氏
が
「
翻
刻
恋
相
場
花
王
夜
嵐
」
と
題
し
、
「
早
稲
田
大
学
教
育
学
部
学
術
研

」
四
二
号
（
一
九
九
四
年
二
月
）
に
本
文
の
み
翻
刻
（
口
絵
挿
絵
な
し
）
さ
れ
、
簡
単
な
解
題
も
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
部
を
い
ま
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だ
が
「
火
高
川
珍
々
鬼
聞
」
と
『
恋
相
場
花
王
夜
嵐
』
と
は
、
そ
の
記
述
が
同
じ
で
は
な
い
し
「
潤
色
し
た
跡
も
少
な
く
」
と
は
言
い
き

れ
な
い
。
さ
ら
に
同
じ
事
件
を
素
材
と
し
た
有
喜
世
新
聞
と
い
ろ
は
新
聞
と
で
、
そ
の
報
ず
る
姿
勢
に
は
か
な
り
異
な
る
も
の
が
あ
り
、

三
者
三
様
の
視
点
を
確
認
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

お
ふ
れ

有
喜
世
新
聞
に
は
「
共
同
日
記
」
「
公
開
」
「
新
聞
」
「
広
告
」
の
各
項
目
が
あ
る
。
今
回
の
話
柄
は
そ
の
「
新
聞
」
に
「
お
仲
甚
三
郎

の
話
」
と
題
さ
れ
記
載
さ
れ
る
。
三
段
組
一
行
あ
た
り
十
八
字
の
紙
面
に
お
い
て
、
四
日
間
に
わ
た
る
連
載
記
事
で
あ
る
。
以
下
、
掲
載

日
時
に
即
し
な
が
ら
梗
概
を
示
し
て
お
こ
う
。

○
明
治
十
三
年
一
月
七
日
（
水
）
第
五
百
九
十
五
号
・
〔
題
ナ
シ
〕
（
侶
字
×
閲
行
）

「
○
其
本
を
さ
へ
忘
れ
ね
ば
夫
婦
の
中
も
末
始
終
浪
風
の
立
つ
も
の
で
は
な
い
が
少
し
懐
ろ
が
暖
ま
る
と
兎
角
に
本
を
忘
れ
る
も
の

か
」
、
兜
町
三
番
地
に
一
等
仲
買
の
米
商
の
札
を
懸
け
て
い
る
吉
野
甚
三
郎
は
、
あ
る
料
理
屋
の
雇
女
お
仲
に
見
染
め
ら
れ
、
四
年

越
し
に
て
お
仲
の
親
類
呉
服
町
の
高
山
忠
二
を
媒
人
と
し
、
浜
町
二
丁
目
に
所
帯
を
も
っ
た
。
着
物
を
質
入
れ
す
る
な
ど
献
身
的
に

お
仲
は
尽
く
し
、
甚
三
郎
は
強
気
の
相
場
に
精
を
出
し
て
身
代
も
宜
し
く
な
り
仲
睦
ま
じ
く
暮
ら
し
て
い
た
が
、
昨
年
（
註
ｌ
明
治

十
二
年
）
芸
妓
さ
く
ら
屋
お
八
重
に
甚
三
郎
は
血
迷
い
、
度
々
中
安
や
柏
木
辺
で
口
説
、
雲
雨
の
遊
び
も
次
第
に
こ
う
じ
て
い
っ
た
。

お
八
重
と
の
参
詣
の
帰
り
途
、
喧
嘩
で
大
怪
我
を
し
て
帰
っ
た
頃
か
ら
、
お
仲
は
夫
の
出
先
を
付
け
る
な
ど
し
た
が
、
廿
六
日
の
大

火
の
折
、
呉
服
町
へ
行
く
と
し
た
甚
三
郎
が
夜
に
な
っ
て
も
帰
ら
ぬ
ゆ
え
、
数
寄
屋
町
桜
屋
に
行
っ
て
様
子
を
う
か
が
え
ば
、
中
で

は
甚
三
郎
と
お
八
重
が
浮
か
れ
て
い
る
様
子
。

う
き
よ
の
お
仲
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○
明
治
十
三
年
一
月
八
日
（
木
）
第
五
百
九
十
六
号
「
お
仲
甚
三
郎
の
話
の
続
き
」
（
略
字
×
弱
行
）

こ
と
露
見
し
、
一
旦
は
自
宅
に
戻
る
甚
三
郎
で
あ
っ
た
が
翌
朝
か
ら
行
衛
知
れ
ず
。
三
十
一
日
に
な
っ
て
漸
く
帰
っ
て
く
る
と
、
ま

だ
居
た
の
か
と
夫
婦
喧
嘩
。
仲
裁
に
は
い
っ
た
忠
兵
衛
は
仲
直
り
に
と
一
品
用
意
し
た
と
い
う
。

○
明
治
十
三
年
一
月
九
日
（
金
）
第
五
百
九
十
七
号
「
お
仲
甚
三
郎
の
話
の
続
き
」
（
肥
字
×
鳴
行
）

突
然
大
工
九
人
が
入
り
き
た
り
、
即
座
に
土
蔵
に
仮
牢
を
作
り
、
手
拭
い
で
猿
轡
を
し
嫉
妬
女
房
お
仲
を
押
し
込
め
火
責
め
水
責
め
。

甚
三
郎
は
「
飛
ん
だ
拷
問
に
隙
を
費
し
た
ド
レ
数
寄
屋
町
で
一
杯
や
り
春
の
仕
度
で
も
し
て
遣
て
悦
ぶ
顔
を
肴
に
し
や
う
と
片
頬
に

笑
の
剛
欲
無
道
静
々
立
て
出
て
行
く
」
始
末
で
あ
っ
た
。

○
明
治
十
三
年
一
月
十
日
（
士
）
第
五
百
九
十
八
号
「
お
仲
甚
三
郎
の
話
の
続
き
」
（
略
字
×
腿
行
）

年
も
明
け
、
年
始
に
き
た
お
仲
の
母
に
救
わ
れ
泣
き
伏
す
お
仲
。
事
情
を
聞
い
た
母
親
は
坂
本
町
の
分
署
へ
説
諭
を
願
い
出
、
程
な

く
甚
三
郎
も
召
し
出
さ
れ
双
方
御
取
り
調
べ
。
甚
三
郎
は
言
葉
巧
み
に
お
仲
の
狂
気
を
言
う
が
、
医
者
は
発
狂
の
体
は
な
く
酷
く
打

た
れ
た
も
の
と
い
う
。
媒
酌
人
の
高
山
は
お
仲
を
甚
三
郎
に
嫁
入
ら
せ
た
時
、
お
仲
の
母
と
甚
三
郎
の
父
と
を
結
婚
さ
せ
た
こ
と
も

あ
っ
て
離
婚
を
中
々
承
諾
し
な
か
っ
た
た
め
、
甚
三
郎
が
原
告
と
な
り
一
昨
日
裁
判
所
に
離
婚
の
訴
訟
を
願
い
出
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
月
七
日
か
ら
四
回
に
渉
る
く
つ
づ
き
物
〉
と
し
て
の
掲
載
は
、
あ
る
程
度
、
事
態
の
推
移
が
落
ち
着
い
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
月
十
日
記
事
の
最
末
尾
は
「
一
昨
日
裁
判
所
に
離
婚
の
訴
訟
を
用
い
出
し
た
れ
ば
何
れ
近
日
黒
白
の
落
着
が
付
で
有
う
と
の
事
で
す
」

と
括
っ
て
い
る
。
実
際
の
裁
判
に
つ
い
て
詳
細
を
詳
ら
か
に
し
て
い
な
い
が
、
後
掲
「
い
ろ
は
新
聞
」
を
信
じ
る
な
ら
、
一
月
七
日
（
水
）

に
「
勧
解
を
出
願
せ
し
」
と
の
こ
と
ゆ
え
、
十
日
の
記
事
が
前
日
の
九
日
に
書
か
れ
た
と
す
る
な
ら
、
事
情
は
合
致
す
る
。
裁
判
に
至
っ

た
当
時
、
本
局
の
三
益
社
で
は
前
嶋
和
橋
に
か
わ
り
為
永
春
江
が
「
補
助
」
と
し
て
十
二
年
十
二
月
よ
り
在
職
中
で
、
ほ
か
に
「
毒
筆
」

の
伊
東
橋
塘
も
在
職
中
で
あ
っ
た
。
た
だ
橋
塘
は
、
こ
の
時
期
同
新
聞
に
「
花
雨
濡
袖
棲
」
を
連
載
中
で
あ
り
（
一
月
十
一
日
記
事
に
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先
章
で
述
べ
た
よ
う
な
一
瓊
事
を
、
あ
え
て
再
び
取
り
上
げ
た
の
は
仮
名
垣
魯
文
で
あ
る
。
明
治
十
三
年
一
月
二
十
一
日
、
か
な
よ
み

新
聞
を
や
め
社
長
就
任
ま
も
な
い
魯
文
は
、
い
ろ
は
新
聞
紙
上
に
「
火
高
川
珍
々
鬼
聞
」
と
題
し
、
〈
つ
づ
き
物
〉
を
連
載
。
有
喜
世
新

聞
が
事
件
を
伝
え
て
か
ら
十
日
ほ
ど
間
を
お
い
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
報
ず
る
姿
勢
に
は
か
な
り
違
い
を
確
認
で
き
る
。
そ
の
第

一
回
に
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
甚
三
郎
の
態
度
の
悪
さ
だ
け
が
印
象
に
残
る
だ
ろ
う
。
「
畢
寛
己
が
株
を
持
た
も
皆
女
房
の
力
な
れ
ば
是
見
よ
が
し
に
宿
縁

を
尻
に
布
く
の
が
普
通
の
山
の
神
の
習
ひ
だ
が
夫
な
気
も
な
く
何
処
ま
で
も
夫
を
大
事
に
思
ふ
妻
を
己
が
遊
怠
を
妨
げ
る
と
て
本
を
思
は

い
此
始
末
是
に
付
て
も
色
欲
は
深
く
慎
ま
ね
ば
成
ま
す
ま
い
」
と
十
日
記
事
末
尾
に
あ
る
。
確
か
に
酷
い
。
だ
が
、
こ
う
し
た
出
来
事
は
、

当
時
の
小
新
聞
を
眺
め
て
い
れ
ば
日
常
的
な
出
来
事
、
一
瓊
事
に
す
ぎ
な
い
こ
と
は
冒
頭
に
も
述
べ
た
。
当
時
の
小
新
聞
を
読
む
に
つ
け
、

（
１
）

こ
う
し
た
ヒ
ド
イ
話
は
新
聞
の
一
駒
を
彩
る
た
わ
い
も
な
い
話
と
評
し
て
も
宜
し
か
ろ
う
。

「
有
喜
世
新
聞
の
記
者
伊
東
橋
塘
今
日
は
花
の
雨
濡
す
袖
棲
の
筆
を
中
止
し
て
」
と
あ
る
）
、
そ
う
考
え
る
な
ら
ば
、
春
江
の
手
に
よ
る
物

語
的
記
述
と
想
像
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
近
日
の
黒
白
の
落
着
」
と
い
い
な
が
ら
、
文
中
、
明
ら
か
に
甚
三
郎
の
側
に
非
を
み
て
い

る
0

且
説
出
す
嫉
妬
鬼
聞
は
頃
日
有
喜
世
新
聞
に
そ
の
被
革
の
み
記
載
し
日
本
橋
区
兜
町
三
番
地
平
民
米
商
吉
野
甚
三
郎
が
妻
お
仲
が
日

高
川
の
清
姫
も
三
舎
を
避
杉
酒
屋
の
お
三
輪
も
其
処
退
と
い
ふ
大
嫉
妬
本
夫
を
苦
し
め
其
筋
の
大
厄
介
を
蒙
り
し
其
実
際
の
長
物
語

「
そ
の
被
革
の
み
」
と
有
喜
世
新
聞
記
事
を
一
蹴
し
、
「
其
実
際
の
長
物
語
」
を
記
す
と
い
う
そ
の
目
論
見
は
、
こ
の
引
用
を
み
る
限
り

い
ろ
は
の
お
仲
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に
お
い
て
も
、
お
仲
の
側
に
重
き
を
お
い
て
の
も
の
で
あ
る
こ
と
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

い
ろ
は
新
聞
で
は
十
一
回
の
〈
つ
づ
き
物
〉
で
描
く
が
、
十
二
月
二
十
六
日
に
出
火
し
大
惨
事
と
な
っ
た
「
日
本
橋
箔
屋
町
大
火
」
の

こ
と
を
、
有
喜
世
新
聞
以
上
に
際
だ
っ
た
も
の
と
し
て
い
る
。
「
火
高
川
珍
々
鬼
聞
」
と
い
う
題
も
、
お
仲
の
、
湧
き
上
が
る
嫉
妬
の
炎

と
箔
屋
の
火
事
と
を
重
ね
あ
わ
せ
る
形
で
示
し
た
と
言
え
る
。
さ
ら
に
、
各
日
に
付
さ
れ
た
章
題
か
ら
は
「
履
歴
」
「
悪
縁
」
「
因
果
車
」

と
い
っ
た
言
葉
が
連
な
り
、
お
仲
の
母
お
繁
の
性
行
、
そ
れ
ま
で
の
お
仲
の
来
歴
、
綿
々
と
続
い
た
悪
行
等
を
背
景
に
重
ね
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
事
件
を
読
み
解
こ
う
と
す
る
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
よ
う
。
こ
れ
は
有
喜
世
新
聞
で
は
五
九
五
号
で
僅
か
に
触
れ
た
だ
け
で
、
そ
の

点
を
膨
ら
ま
せ
て
の
記
述
で
あ
っ
た
。
以
下
、
長
く
な
る
が
掲
載
日
に
即
し
、
「
火
高
川
珍
々
鬼
聞
」
の
あ
ら
す
じ
を
紹
介
し
て
お
く
。

な
り
ゆ
き

○
第
一
姫
路
屋
米
八
猫
の
履
歴
（
明
治
十
三
年
一
月
二
一
日
・
第
三
七
号
）
お
仲
の
母
船
橋
お
繁
は
、
明
治
五
年
、
娘
お
仲
を

連
れ
両
国
元
柳
橋
芸
妓
姫
路
屋
何
某
方
へ
と
再
縁
。
姫
路
屋
米
八
と
し
て
お
仲
は
、
芸
妓
の
弘
め
を
し
、
た
ち
ま
ち
流
行
っ
子
と
な

る
。
母
お
繁
は
、
本
夫
の
留
守
に
艶
郎
を
家
に
引
っ
込
み
、
果
て
は
離
縁
と
な
る
。
お
繁
は
、
米
八
を
引
き
連
れ
、
柳
町
の
五
賀
久

松
方
へ
と
身
を
寄
せ
、
お
仲
に
旦
那
を
取
ら
せ
狼
が
わ
し
く
暮
ら
す
。

○
第
二
船
橋
お
仲
上
総
の
始
末
（
明
治
十
三
年
一
月
一
三
日
・
第
三
八
号
）
あ
る
日
、
お
仲
が
隅
田
堤
を
帰
る
途
次
、
以
前
馴

染
み
の
上
総
国
夷
隅
郡
奥
津
村
の
網
元
大
黒
屋
何
某
と
ば
っ
た
り
行
き
あ
う
。
そ
こ
で
大
尽
の
世
話
に
な
る
こ
と
に
決
し
、
お
繁
・

お
仲
は
網
大
尽
の
古
里
上
総
へ
と
下
っ
て
い
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
網
大
尽
が
目
を
か
け
て
い
る
出
入
り
の
東
京
生
れ
の
金
五
郎
と
、

お
仲
は
旦
那
に
隠
れ
て
関
係
を
持
つ
。
あ
る
夜
、
金
五
郎
を
閨
に
引
き
入
れ
睦
言
の
最
中
、
い
つ
の
間
に
か
網
大
尽
が
戻
っ
て
密
通

の
事
が
露
見
。
大
騒
動
と
な
る
。

○
第
三
淫
婦
姦
夫
の
因
果
車

「
火
高
川
珍
々
鬼
聞
」

（
明
治
十
三
年
一
月
二
三
日
・
第
三
九
号
）
お
仲
・
金
五
郎
の
密
通
露
見
の
騒
動
だ
っ
た
が
、
母
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お
繁
の
説
得
も
あ
っ
て
、
金
五
郎
を
坊
主
に
し
追
い
払
い
、
お
繁
母
子
も
素
裸
体
に
て
放
逐
さ
れ
る
。

○
第
四
甚
三
郎
お
仲
が
悪
縁
（
明
治
十
三
年
一
月
二
四
日
・
第
四
十
号
）
明
治
七
年
九
月
、
再
び
東
京
に
戻
っ
た
二
人
は
、
五

賀
久
松
を
頼
り
食
客
と
な
る
。
お
仲
は
お
米
と
名
を
改
め
、
蠣
殼
町
水
天
宮
前
割
烹
武
蔵
屋
に
雇
わ
れ
る
。
客
脚
繁
き
中
で
、
程
な

く
兜
町
五
番
地
米
商
一
等
仲
買
先
附
忠
兵
衛
が
雇
人
、
吉
野
甚
三
郎
と
わ
り
な
き
仲
と
な
る
。
忠
兵
衛
の
周
旋
で
、
甚
三
郎
が
一
等

仲
買
店
を
開
店
し
た
の
を
契
機
に
、
お
米
を
妻
に
貰
い
本
名
の
お
仲
に
改
名
さ
せ
、
母
お
繁
を
父
留
吉
の
所
に
隠
居
さ
せ
た
。

あ
く
た
れ
ば
、
あ

○
第
五
悪
垂
老
媚
お
繁
母
子
の
乱
酒
（
明
治
十
三
年
一
月
二
五
日
・
第
四
一
号
）
大
酒
乱
酔
の
悪
癖
あ
る
お
繁
は
、
我
儘
気
随

が
つ
の
り
不
始
末
を
起
こ
す
。
ま
た
お
仲
も
、
嫉
妬
の
心
日
増
し
に
募
り
、
辞
易
と
し
た
甚
三
郎
は
、
明
治
十
二
年
三
月
、
離
別
の

談
判
と
な
る
。
別
懇
の
親
し
み
の
あ
る
高
山
忠
次
を
仲
介
に
一
度
は
済
ん
だ
が
、
六
月
中
、
い
よ
い
よ
極
ま
る
と
再
び
高
山
忠
次
ほ

か
縣
瀧
次
に
よ
る
詫
入
れ
が
あ
っ
て
「
第
一
條
舅
留
吉
孝
行
の
事
、
第
二
條
本
夫
甚
三
郎
大
切
の
事
、
第
三
條
来
客
敬
ふ
事
、
第
四

條
雇
ひ
人
労
り
役
ふ
事
、
第
五
條
我
儘
気
階
謹
む
事
」
の
証
書
差
し
入
れ
、
納
ま
っ
た
。
「
三
つ
子
の
魂
ひ
百
ま
で
と
世
の
裡
言
の

お
仲
が
邪
曲
、
嫉
妬
に
混
る
乱
酒
よ
り
燃
す
り
ん
き
の
火
高
川
、
是
よ
り
い
よ
ノ
ー
珍
々
鬼
聞
、
有
喜
世
で
記
た
始
末
と
は
打
て
変

り
し
お
話
し
は
又
明
後
日
の
前
稿
に
委
し
く
」
。

や
け
ば

や
き
も
ち

○
第
六
類
焼
場
の
雑
沓
嫉
妬
騒
ぎ
（
明
治
十
三
年
一
月
二
七
日
・
第
四
二
号
）
吉
野
甚
三
郎
は
、
女
房
お
仲
が
不
品
行
と
嫉
妬

念
深
け
れ
ば
、
あ
る
と
き
同
業
の
つ
き
あ
い
に
中
安
楼
の
酒
宴
で
、
片
岡
我
堂
に
血
道
を
あ
げ
て
著
名
な
芸
妓
桜
屋
お
八
重
を
招
き
、

ふ
と
見
初
め
、
漏
ら
さ
ぬ
仲
と
な
っ
て
い
っ
た
。
ふ
と
し
た
噂
に
お
八
重
の
事
か
ら
甚
三
郎
と
喧
嘩
の
絶
え
ぬ
お
仲
は
、
下
女
な
ど

に
辛
く
あ
た
り
、
次
第
に
酒
浸
り
狂
う
。
明
治
十
二
年
十
二
月
廿
六
日
正
午
頃
、
日
本
橋
箔
屋
町
よ
り
出
火
。
甚
三
郎
は
懇
意
の
方

へ
見
舞
い
に
出
た
が
、
お
仲
は
い
つ
も
の
嫉
妬
か
ら
、
数
寄
屋
町
の
お
八
重
の
方
で
楽
し
む
と
思
い
、
裾
引
き
上
げ
て
未
だ
消
え
ぬ

火
高
の
市
街
を
一
走
に
、
数
寄
屋
町
へ
と
さ
し
て
走
り
行
く
。
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呼
ん
で
離
縁
談
判
と
な
っ
た
。

○
第
九
鬼
面
の
鏡
餅
嫉
妬
の
鰕
の
角
（
明
治
十
三
年
二
月
一
日
・
第
四
六
号
）
一
月
一
日
、
お
仲
の
嫉
妬
に
甚
三
郎
は
愛
想
も

尽
き
、
母
お
繁
を
呼
び
寄
せ
離
縁
話
と
な
る
が
、
そ
の
ま
ま
去
り
状
を
受
け
取
る
ま
い
と
、
お
繁
は
戸
外
へ
飛
び
出
し
、
巡
査
に
訴

え
出
る
。
署
へ
拘
引
の
上
、
警
部
の
説
諭
で
示
談
と
な
り
、
手
切
れ
金
五
拾
円
と
引
き
替
え
に
証
書
を
お
繁
母
子
よ
り
受
け
取
る
手

続
き
に
ま
で
な
っ
た
が
、
再
び
お
繁
が
違
約
に
て
、
四
分
署
へ
訴
え
出
る
始
末
。

に
せ
は
ら
み

○
第
十
偽
妊
娠
の
勘
解
出
願
（
明
治
十
三
年
二
月
三
日
・
第
四
七
号
）
吉
野
の
同
業
高
山
忠
次
と
縣
瀧
司
が
お
繁
親
子
を
尻
押

し
し
て
煽
動
し
、
一
端
承
知
し
な
が
ら
違
約
を
な
し
て
改
め
て
お
繁
母
子
は
出
訴
の
手
続
き
に
及
ぶ
こ
と
と
な
る
。
明
治
十
三
年
一

月
七
日
、
築
地
裁
判
所
に
勧
解
を
願
い
だ
し
た
お
繁
母
子
は
、
お
仲
が
甚
三
郎
の
胤
を
宿
し
て
い
る
と
の
訴
え
。
甚
三
郎
の
代
言
人

梅
田
謹
蔵
は
偽
り
と
察
し
、
芝
愛
宕
下
東
京
府
病
院
に
て
外
国
医
師
フ
ッ
ケ
マ
ン
の
診
察
に
よ
り
真
の
懐
妊
に
あ
ら
ず
と
判
明
。
全

う
わ
な
り
う
ち

○
第
七
隠
妻
打
の
門
違
ひ
（
明
治
十
三
年
一
月
二
八
日
・
第
四
三
号
）
甚
三
郎
は
お
八
重
の
隣
の
芸
妓
小
三
・
竹
松
と
酒
宴
の

最
中
で
あ
っ
た
が
、
走
り
来
た
っ
た
お
仲
が
誤
っ
て
の
悪
口
雑
言
。
我
が
家
に
帰
っ
て
も
痛
癩
お
さ
ま
ら
ず
、
甚
三
郎
は
戸
外
へ
出

て
し
ま
う
。
お
仲
は
再
び
鬼
女
の
面
相
で
剃
刀
も
っ
て
跡
を
追
お
う
と
し
た
。

か
き
ぞ
め
み
く
だ
り
は
ん

○
第
八
新
年
試
筆
の
離
縁
状
（
明
治
十
三
年
一
月
二
九
日
・
第
四
四
号
）
店
の
米
吉
に
お
仲
の
様
子
を
聞
い
た
甚
三
郎
は
、
旧

お
り

主
人
忠
兵
衛
と
も
相
談
し
、
発
狂
し
た
と
し
て
出
入
り
の
大
工
に
囹
圖
を
作
ら
せ
、
師
走
の
三
十
一
日
に
暴
れ
る
お
仲
を
押
し
込
め

る
。
し
か
し
揺
り
粉
木
で
夜
着
に
火
を
つ
け
、
そ
の
間
に
外
に
で
て
暴
れ
回
る
。
乱
暴
狼
籍
の
果
て
に
大
勢
で
押
し
込
め
、
お
繁
を

み
だ
れ

○
第
十
一
赤
縄
乱
素
て
本
末
混
す
（
明
治
十
三
年
二
月
五
日
・
第
四
九
号
）
先
の
引
き
取
り
証
は
母
お
繁
が
一
存
で
し
た
こ
と

と
し
、
吉
野
の
方
で
も
代
言
よ
り
東
京
裁
判
所
へ
訴
え
出
で
、
三
十
一
日
に
双
方
お
呼
び
出
し
の
上
、
甚
三
郎
よ
り
築
地
裁
判
所
に

く
の
離
縁
と
な
っ
た
。
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二
月
二
日
に
離
婚
を
訴
え
で
る
。
「
無
余
義
、
原
告
甚
三
郎
よ
り
一
端
願
ひ
下
て
、
前
件
の
母
子
の
所
業
を
申
し
立
、
二
月
二
日
再

び
築
地
区
裁
判
所
へ
離
婚
願
ひ
を
訴
え
出
る
に
、
未
だ
お
調
中
の
由
」
。

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
内
容
を
見
る
限
り
に
お
い
て
有
喜
世
新
聞
の
姿
勢
と
の
違
い
が
際
だ
っ
て
い
る
。
「
吉
野
甚
三
郎
が
妻
お
仲

が
日
高
川
の
清
姫
も
三
舎
を
避
、
杉
酒
屋
の
お
三
輪
も
其
処
退
と
い
ふ
大
嫉
妬
」
（
第
一
回
）
を
述
べ
た
物
語
と
し
て
始
ま
り
、
そ
の
出

生
か
ら
語
り
始
め
て
い
る
中
で
、
甚
三
郎
に
対
し
て
は
「
此
甚
三
郎
は
若
年
な
が
ら
商
業
上
の
大
器
あ
り
て
お
米
が
色
香
に
惑
ふ
と
雛
も

心
底
溺
る
、
人
物
な
ら
ず
殊
に
親
孝
心
に
て
」
（
第
四
回
）
と
褒
め
、
お
仲
に
対
し
て
「
三
つ
子
の
魂
ひ
百
ま
で
と
世
の
裡
言
の
お
仲
が

邪
曲
嫉
妬
に
混
る
乱
酒
よ
り
燃
す
り
ん
き
の
火
高
川
」
（
第
五
回
）
、
「
本
夫
を
苦
し
め
其
筋
の
大
厄
介
を
蒙
り
し
」
（
第
一
回
）
と
の
姿
勢

を
み
せ
る
。
甚
三
郎
を
善
と
す
る
こ
と
で
、
お
仲
の
嫉
妬
狂
乱
ぶ
り
を
よ
り
一
層
際
だ
た
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
お
八
重
と
甚
三
郎
の
話

へ
と
話
題
が
移
る
第
五
回
末
尾
に
は
「
是
よ
り
い
よ
ノ
ー
珍
々
鬼
聞
有
喜
世
で
記
た
始
末
と
は
打
て
変
り
し
お
話
し
は
又
明
後
日
の
前
稿

に
委
し
く
」
と
、
第
一
回
同
様
、
あ
え
て
有
喜
世
新
聞
と
異
な
る
こ
と
を
強
調
す
る
。

お
そ
ら
く
箔
屋
町
の
火
事
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
魯
文
も
、
こ
の
す
で
に
報
じ
ら
れ
た
事
件
な
ど
に
食
指
を
伸
ば
さ
な
か
っ
た
に
違
い

な
い
。
有
喜
世
新
聞
記
事
の
方
は
、
夫
婦
間
の
喧
嘩
か
ら
発
展
し
た
事
由
を
伝
え
、
そ
の
裁
判
に
至
っ
た
経
緯
を
報
道
す
る
と
い
う
速
報

性
を
ま
だ
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
。
し
か
し
、
い
ろ
は
新
聞
「
火
高
川
珍
々
鬼
聞
」
は
何
を
語
っ
て
い
る
の
か
。
よ
り
物
語
と
し
て
、
甚
三

郎
と
知
り
合
う
以
前
か
ら
の
出
来
事
を
語
り
、
お
仲
の
資
質
を
際
だ
た
せ
て
い
る
。
市
井
の
女
が
、
大
嫉
妬
ゆ
え
に
夫
を
苦
し
め
「
其
筋

の
大
厄
介
を
蒙
」
っ
た
に
至
る
過
程
を
纏
々
記
述
す
る
。
十
二
月
二
十
六
日
の
箔
屋
の
火
事
当
日
、
二
度
に
わ
た
っ
て
お
仲
が
駆
け
て
い

こ
う
と
し
た
こ
と
な
ど
は
、
お
仲
の
資
質
を
と
ら
え
た
象
徴
的
な
場
面
と
な
っ
て
い
る
（
第
六
・
七
回
）
。
本
稿
冒
頭
で
お
仲
が
駆
け
抜

け
て
い
っ
た
と
記
し
た
が
、
正
確
に
い
え
ば
、
こ
の
い
ろ
は
新
聞
第
六
回
の
表
現
を
借
り
た
も
の
で
あ
る
。
有
喜
世
新
聞
で
は
「
廿
六
日

の
大
火
の
折
甚
三
郎
は
会
所
よ
り
帰
る
が
否
や
呉
服
町
へ
行
て
見
と
駈
出
た
儘
夜
に
入
て
も
帰
ら
ぬ
の
で
お
仲
は
気
を
操
呉
服
町
へ
行
て
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見
た
れ
ど
面
出
さ
へ
せ
ぬ
と
の
事
に
兼
々
聞
た
数
寄
屋
町
の
桜
屋
へ
行
て
様
子
を
伺
へ
ぱ
」
ど
あ
る
ば
か
り
で
、
「
行
て
見
た
」
に
す
ぎ

な
い
。
走
り
行
く
お
仲
と
は
、
い
わ
ば
魯
文
に
よ
る
脚
色
で
あ
っ
た
。
参
考
の
た
め
そ
の
表
現
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

…
例
の
嫉
妬
よ
り
今
立
出
し
本
夫
の
素
振
斯
る
大
火
に
花
美
な
綴
半
纏
股
引
腹
掛
手
拭
ひ
ま
で
新
し
く
身
装
を
飾
る
容
子
と
い
ひ
必

定
帰
り
は
数
寄
屋
町
の
お
八
重
が
方
へ
足
を
止
め
楽
む
心
に
相
違
な
し
あ
ら
妬
ま
し
や
腹
立
や
此
儘
棄
て
お
く
な
ら
ば
今
宵
は
お
八

重
の
餌
食
と
な
り
の
ろ
い
鼻
毛
を
算
れ
や
う
跡
追
か
け
て
引
摺
帰
り
赤
恥
か
、
せ
お
八
重
の
姻
魔
も
叩
き
お
ろ
し
て
腹
愈
せ
ん
と
裾

引
揚
て
未
消
ぬ
火
高
の
市
街
を
一
走
に
数
寄
屋
町
へ
と
走
行
ぬ
（
第
六
回
）

…
甚
三
郎
は
そ
の
儘
に
又
も
や
我
家
を
出
行
後
に
お
仲
は
さ
な
が
ら
狂
気
す
る
如
く
思
ず
写
る
鬼
女
の
面
相
鏡
台
の
引
出
し
よ
り
剃

刀
取
出
し
紙
に
包
み
帯
の
間
へ
手
早
く
挟
み
再
び
跡
を
追
ン
と
す
る
…
（
第
七
回
）

お
仲
の
嫉
妬
と
火
事
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
「
火
高
川
珍
々
鬼
聞
」
と
い
う
題
は
、
も
ち
ろ
ん
道
成
寺
も
の
の
一
つ
『
日
高
川
入
相
花

王
」
と
の
繋
が
り
を
祐
佛
と
し
、
道
成
寺
に
逃
げ
込
ん
だ
安
珍
を
求
め
て
日
高
川
を
渡
る
清
姫
の
姿
、
さ
ら
に
は
道
成
寺
の
鐘
を
炎
で
溶

か
し
た
こ
と
も
想
起
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
鏡
台
に
写
し
だ
さ
れ
た
お
仲
を
「
鬼
女
の
面
相
」
と
記
し
た
魯
文
の
脳
裏
に
は
、
清
姫
の
姿
が

よ
ぎ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
だ
と
し
た
ら
、
清
姫
の
如
く
男
を
追
っ
て
駆
け
抜
け
て
い
く
こ
と
は
当
初
か
ら
必
然
の
行
為
で
あ
り
、

そ
う
読
ま
せ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

た
ま
た
ま
の
偶
然
の
重
な
り
で
、
箔
屋
の
火
災
と
一
痴
話
の
間
に
、
日
高
川
の
演
劇
と
重
ね
合
わ
せ
た
魯
文
は
、
有
喜
世
新
聞
の
報
ず

（
２
）

る
姿
勢
と
は
顕
著
な
違
い
を
見
せ
て
、
一
つ
の
事
実
と
創
作
と
の
間
を
行
き
交
う
物
語
を
創
り
だ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

※
※

そ
れ
に
し
て
も
、
有
喜
世
新
聞
と
い
ろ
は
新
聞
の
両
新
聞
と
も
に
、
連
載
が
事
件
を
報
道
と
し
て
伝
え
て
い
る
に
せ
よ
脚
色
を
含
ん
で

い
る
に
せ
よ
、
と
も
に
事
件
と
し
て
の
「
結
末
」
ま
で
は
述
べ
て
は
い
な
い
。
新
聞
は
結
末
を
語
る
こ
と
を
拒
絶
し
、
コ
ト
ガ
ラ
と
し
て
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今
回
の
場
合
、
ま
だ
係
争
中
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
何
よ
り
も
気
に
か
か
る
。
事
件
が
「
事
件
」
と
し
て
流
通
し
な
が
ら
も
、
新
聞

紙
上
に
結
論
め
い
た
記
述
が
な
い
の
は
、
背
景
に
讃
誇
律
な
ど
の
存
在
が
大
き
く
影
響
し
て
い
よ
う
。
今
更
め
く
こ
と
で
は
あ
る
が
、
明

治
八
年
六
月
二
十
八
日
太
政
官
布
告
と
し
て
讃
誇
律
（
布
告
第
百
十
号
）
と
新
聞
紙
條
約
（
布
告
第
百
十
一
号
）
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
中
で
関
連
す
る
の
は
以
下
の
条
文
で
あ
ろ
う
か
。

○
讃
誇
律
（
明
治
八
年
六
月
二
十
八
日
太
政
官
布
告
第
百
十
号
）

第
一
条
凡
そ
事
実
の
有
無
を
論
せ
す
人
の
栄
誉
を
害
す
へ
き
行
事
を
摘
発
公
布
す
る
者
之
を
讃
設
と
す
、
人
の
行
事
を
挙
く
る
に

非
す
し
て
悪
名
を
人
に
加
へ
公
布
す
る
者
之
を
誹
誇
と
す
著
作
文
書
若
く
は
画
図
肖
像
を
用
ひ
展
観
し
若
く
は
発
売
し
若
く
は
貼
示

し
て
人
を
讃
穀
し
若
く
は
誹
誇
す
る
者
は
下
の
條
例
に
従
て
罪
を
科
す

○
新
聞
紙
條
約
（
明
治
八
年
六
月
二
十
八
日
太
政
官
布
告
第
百
十
一
号
）

第
十
五
條
裁
判
所
ノ
断
獄
、
下
調
に
係
り
未
た
公
判
に
付
せ
さ
る
者
を
載
す
る
こ
と
を
得
す
及
裁
判
官
審
判
の
議
事
を
載
す
る
こ

と
を
得
す
、
犯
す
者
は
禁
獄
一
月
以
上
一
年
以
下
罰
金
百
円
以
上
五
百
円
以
下
を
科
す

そ
の
ま
ま
放
り
投
げ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
教
訓
め
い
た
言
辞
を
除
く
な
ら
、
有
喜
世
新
聞
で
は
「
一
昨
日
裁
判
所
へ
離
婚
の
訴
訟
を
持
出

し
た
れ
ば
何
れ
近
日
黒
白
の
落
着
が
付
で
有
う
と
の
事
で
す
」
（
一
月
十
日
）
と
あ
る
。
い
ろ
は
新
聞
で
は
、
二
月
五
日
掲
載
の
第
十
一

回
が
、
そ
れ
ま
で
の
文
章
と
異
な
り
コ
ト
ガ
ラ
の
み
の
記
述
で
事
態
を
描
こ
う
と
し
て
お
り
、
最
後
に
「
未
だ
お
調
中
の
由
」
に
も
関
わ

ら
ず
、
「
此
甚
三
郎
お
仲
が
紛
転
も
始
め
淫
狼
に
生
ず
る
故
な
り
此
を
以
て
後
来
の
懲
戒
と
な
す
こ
そ
可
け
れ
と
先
暫
く
は
筆
を
閣
く
」

と
後
世
の
懲
戒
と
す
る
旨
を
述
べ
て
無
理
矢
理
終
え
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。

確
か
に
、
こ
う
し
た
結
び
か
た
こ
そ
が
当
時
の
新
聞
の
常
套
的
な
あ
り
か
た
で
も
あ
っ
た
。
「
次
に
」
と
あ
っ
て
次
が
な
い
こ
と
な
ど

よ
く
あ
る
事
例
で
あ
る
。
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い
ろ
は
新
聞
の
語
る
と
こ
ろ
を
信
じ
る
な
ら
ば
、
裁
判
が
始
ま
っ
た
の
は
明
治
十
三
年
一
月
七
日
。
裁
判
の
顛
末
は
、
そ
れ
自
体
報
道
の

対
象
と
し
て
同
時
に
語
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
。
し
か
も
、
条
文
の
解
釈
は
報
ず
る
側
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
絶
対
的
規
範
で
あ

り
、
人
々
に
伝
え
る
立
場
と
し
て
も
微
妙
な
問
題
を
も
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

た
と
え
ば
太
政
官
布
告
に
対
し
て
「
内
務
省
文
部
省
の
布
達
達
し
類
を
併
挙
し
参
す
る
に
太
政
官
内
務
省
の
指
令
諸
官
省
府
県
寮
局
の

報
答
文
書
を
以
て
」
記
し
た
内
務
省
図
書
局
『
出
版
例
纂
」
（
明
治
十
年
十
一
月
一
日
出
版
）
は
新
聞
紙
條
約
第
十
五
條
を
巡
る
司
法
省

の
伺
い
と
太
政
官
の
指
令
を
挙
げ
て
い
る
。
傍
線
部
に
注
目
い
た
だ
き
た
い
。

司
法
省
伺
の
内
八
年
七
月
廿
五
日

現
行
犯
の
情
状
を
報
じ
る
の
は
よ
く
と
も
、
「
裁
判
官
審
判
の
議
事
を
載
す
る
こ
と
を
得
ず
」
と
す
る
時
、
両
新
聞
の
表
現
の
あ
り
方
は
、

そ
の
報
道
し
う
る
な
か
で
の
可
能
な
限
り
の
も
の
で
あ
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

新
聞
が
事
実
報
道
を
も
っ
て
伝
え
て
い
く
以
上
、
事
件
を
傭
撤
し
勝
手
な
判
断
を
下
す
こ
と
な
ど
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
は
讃
誇
律
の
存
在
を
考
え
あ
わ
せ
る
な
ら
、
事
実
だ
か
ら
と
い
っ
て
あ
り
の
ま
ま
を
報
じ
る
こ
と
も
問
題
と
な
っ
た
だ
ろ
う
。

明
治
十
二
年
二
月
八
日
、
有
喜
世
新
聞
編
輯
長
が
讃
誇
律
に
よ
っ
て
禁
獄
三
十
日
申
し
つ
け
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
「
傍
訓
新
聞

は
其
記
事
も
亦
大
な
ら
ず
順
っ
て
法
に
触
る
も
軽
き
に
似
た
れ
ど
（
略
）
小
新
聞
に
は
有
ま
じ
き
事
と
」
（
か
な
よ
み
新
聞
明
治
十
二
年

二
月
九
日
）
思
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
編
輯
者
た
ち
に
と
っ
て
は
、
気
が
気
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
明
治
十
二
年
九
月
十
九

等
に
て
捕
縛
後
未
た
裁
判
所
に
付
せ
さ
る
前
其
情
状
を
記
載
す
る
こ
と
は
素
よ
り
不
相
成
儀
と
相
心
得
可
然
哉

太
政
官
指
令
八
年
九
月
十
三
日

司
法
省
伺
の
内

新
聞
紙
條
例
第
十
五
條

現
行
犯
の
情
状
を
記
す
る
は
固
よ
り
妨
け
さ
れ
と
も

裁
判
所
の
断
獄
下
調
に
係
り
未
た
公
判
に
付
せ
さ
る
者
を
載
す
る
こ
と
を
得
す

下
調
は
秘
密
に
属
す
る
を
以
て
記
載
す
る
こ
と
を
許
さ
さ
る
事

云
々
と
あ
り
然
れ
は
警
察
官
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い
ろ
は
新
聞
連
載
を
も
と
に
し
て
「
恋
相
場
花
王
夜
嵐
」
の
題
で
三
編
九
冊
（
一
冊
九
丁
）
の
草
双
紙
を
刊
行
し
た
の
は
書
騨
金
松
堂

辻
岡
文
助
で
あ
る
。
仮
名
垣
魯
文
作
、
梅
堂
国
政
画
。
序
文
に
従
え
ば
明
治
十
三
年
四
月
初
編
、
十
三
年
季
秋
二
編
、
十
四
年
仲
秋
三
編

刊
行
と
な
る
が
、
実
際
の
刊
行
時
期
に
つ
い
て
は
微
妙
な
違
い
が
存
在
す
る
。
そ
の
こ
と
は
既
に
リ
プ
リ
ン
ト
日
本
近
代
文
学
影
印
解
題

に
指
摘
し
た
が
、
結
論
を
再
述
す
る
な
ら
ば
、
初
編
に
関
し
て
は
、
明
治
十
三
年
五
月
廿
五
日
出
版
御
届
、
明
治
十
三
年
六
月
十
五
日
売

（
３
）

出
。
二
編
は
明
治
十
四
年
四
月
二
十
一
日
刊
行
。
三
編
に
つ
い
て
は
明
治
十
五
年
三
月
刊
行
と
す
べ
き
で
あ
る
。
事
が
生
じ
て
か
ら
か
な

り
間
隔
を
置
い
て
の
完
結
で
、
つ
ま
り
は
公
判
結
果
も
落
ち
着
い
た
時
期
に
、
言
い
換
え
る
な
ら
ば
人
々
の
興
味
が
失
せ
た
時
期
に
三
編

が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
恋
相
場
花
王
夜
嵐
」
は
事
件
の
全
貌
を
伝
え
る
こ
と
に
あ
え
て
固
執
も
し
て
い
な

日
二
十
日
の
両
日
、
か
な
よ
み
新
聞
で
は
一
面
で
「
か
な
よ
み
社
中
の
動
揺
」
と
題
し
、
讓
誇
律
改
正
の
動
き
を
報
じ
て
い
る
。
「
近
日

讓
誇
律
改
正
の
條
中
人
の
栄
誉
を
害
し
其
営
業
上
に
損
失
を
来
た
す
者
は
処
分
済
の
上
更
に
民
事
課
に
附
し
て
相
当
の
償
金
を
課
せ
ら
る

可
し
」
と
い
う
。
こ
う
し
た
処
分
強
化
の
動
き
が
微
妙
に
影
を
落
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
で
は
、
裁
判
を
終
え
た
の
ち
な
ら
ど
う

か
。
時
を
経
て
商
品
と
し
て
流
通
さ
れ
た
草
双
紙
に
お
い
て
、
ど
う
対
応
し
て
い
る
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。

新
聞
に
連
載
す
る
こ
と
と
、
そ
れ
を
纏
め
草
双
紙
と
し
て
売
り
だ
す
こ
と
と
の
間
に
は
大
き
な
径
庭
が
あ
る
。
新
聞
連
載
の
内
容
と
時

に
は
全
く
違
う
内
容
に
、
時
に
は
新
聞
連
載
を
中
断
し
、
時
に
は
全
く
時
間
的
に
一
・
二
年
を
経
て
の
完
結
と
い
う
形
で
、
草
双
紙
へ
と

移
行
し
て
い
る
こ
と
は
多
い
。
草
双
紙
へ
の
移
行
と
は
、
報
道
と
し
て
の
側
面
を
も
つ
、
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
旬
の
あ
る
話
を
、
製
本

１
０

１
Ｖ

お
八
重
異
聞
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し
商
品
と
し
て
売
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
事
実
報
道
と
し
て
の
側
面
だ
け
な
ら
ば
、
新
聞
を
読
め
ば
い
い
。
反
復
し
読
む
に
耐
え
う
る
作

品
と
す
る
た
め
に
は
、
口
絵
挿
絵
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ん
だ
草
双
紙
と
い
う
ス
タ
イ
ル
は
う
っ
て
つ
け
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
「
魯

文
の
合
巻
「
高
橋
阿
伝
夜
刃
證
」
（
明
治
十
二
年
）
な
ど
に
く
ら
べ
る
と
、
潤
色
し
た
跡
も
少
な
く
、
〈
続
き
物
〉
ら
し
い
作
と
な
っ
て
い

る
」
と
は
冒
頭
の
興
津
氏
の
発
言
で
あ
る
が
、
そ
の
様
式
そ
の
も
の
の
相
違
こ
そ
が
「
潤
色
し
た
跡
も
少
な
く
」
ど
こ
ろ
で
は
実
に
な
か

っ
た
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
以
下
、
幾
つ
か
確
認
し
て
み
た
い
。

「
火
高
川
珍
々
鬼
聞
」
と
題
さ
れ
た
新
聞
連
載
も
、
草
双
紙
で
は
「
恋
相
場
花
王
夜
嵐
」
と
題
を
改
め
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
、
か
な

よ
み
新
聞
一
二
八
九
号
（
明
治
十
三
年
六
月
十
五
日
）
掲
載
の
広
告
本
文
か
ら
み
て
お
く
。

吉
野
一
重
咲
丸
岡
八
重
咲
／
恋
相
場
桜
花
夜
嵐
初
編
よ
り
三
篇
読
切

猫
々
道
人
原
稿
梅
堂
国
政
画
初
編
来
る
十
五
日
売
出
し

此
は
先
々
い
ろ
は
新
聞
に
て
評
判
の
火
高
川
珍
々
奇
聞
と
絵
入
新
聞
に
て
客
歳
中
長
々
と
記
載
し
強
盗
丸
岡
幸
次
郎
の
顛
末
日
本
橋

の
芸
妓
桜
屋
お
八
重
と
米
商
吉
野
甚
三
郎
の
馴
染
を
三
編
読
切
と
し
て
第
初
編
発
見
申
候
問
お
ん
求
め
を
希
ふ

横
山
町
二
丁
目
金
松
堂
辻
岡
屋
文
助
板

広
告
に
従
え
ば
、
「
火
高
川
珍
々
鬼
聞
」
だ
け
で
は
な
く
強
盗
丸
岡
幸
次
郎
と
芸
妓
お
八
重
の
話
を
加
味
し
た
と
い
う
。
本
書
の
大
枠
は

「
火
高
川
珍
々
鬼
聞
」
プ
ラ
ス
お
八
重
の
物
語
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
吉
野
甚
三
郎
と
い
い
仲
に
な
っ
た
お
八
重
は
、
有
喜
世
新
聞
・
い

ろ
は
新
聞
の
両
紙
面
に
も
登
場
し
て
い
た
が
、
さ
ほ
ど
字
数
を
割
く
存
在
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
桜
屋
お
八
重
の
来
歴
、
特
に
丸
岡
幸
次

郎
と
の
関
係
を
詳
細
に
草
双
紙
で
紹
介
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
お
八
重
は
、
全
く
の
虚
構
の
存
在
で
は
な
く
、
魯
文
の
た
ず
さ
わ
っ

て
い
た
か
な
よ
み
新
聞
紙
上
に
も
幾
度
と
な
く
登
場
し
て
い
た
芸
妓
で
あ
る
。

…
日
本
橋
大
工
町
の
中
安
楼
の
酒
宴
の
席
に
招
く
芸
妓
横
浜
の
白
波
奇
聞
に
浮
名
を
流
し
男
地
獄
の
片
岡
我
童
に
血
道
を
揚
て
傍
訓
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の
諸
新
聞
に
も
唱
は
れ
し
同
所
数
寄
屋
町
六
番
地
の
桜
屋
お
八
重
…

「
火
高
川
珍
々
鬼
聞
」
第
六
類
焼
場
の
雑
沓
嫉
妬
騒
ぎ
（
明
治
十
三
年
一
月
二
七
日
・
第
四
二
号
）
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
「
傍
訓
新
聞

の
諸
新
聞
に
も
唱
は
れ
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
横
浜
の
或
料
理
屋
へ
登
り
込
此
間
か
ら
出
港
し
て
ゐ
る
片
岡
我
童
兄
弟
を
呼
び
あ
げ
て

大
ス
ッ
チ
ャ
ン
の
鈍
突
騒
ぎ
」
（
か
な
よ
み
新
聞
一
○
一
二
号
・
明
治
十
二
年
七
月
一
○
日
）
と
か
、
「
松
嶋
屋
（
我
童
）
に
で
も
逢
た
い

か
ら
だ
と
親
の
前
を
も
憧
ら
ず
隣
り
近
所
の
差
合
く
ら
ず
大
業
に
吹
鳴
散
」
（
か
な
よ
み
新
聞
一
○
五
九
号
・
明
治
十
二
年
九
月
四
日
）

し
て
み
た
り
と
、
「
猫
々
奇
聞
」
の
常
連
お
八
重
と
片
岡
我
堂
と
の
一
件
は
、
広
く
知
ら
れ
た
出
来
事
だ
っ
た
。

た
だ
、
そ
の
お
八
重
と
強
盗
丸
岡
幸
次
郎
と
所
縁
あ
る
こ
と
ま
で
は
「
火
高
川
珍
々
鬼
聞
」
で
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
「
恋
相
場
花
王

夜
嵐
」
で
一
連
の
事
件
の
記
載
に
挿
入
す
る
形
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
以
下
、
二
編
中
巻
本
文
よ
り
一
部
抜
粋
し
て
お
く
。

：
．
結
局
持
兇
強
盗
の
有
賀
は
終
身
、
政
智
と
幸
次
郎
は
七
年
の
懲
役
と
成
し
か
ば
、
お
り
せ
の
芸
名
お
千
代
の
な
げ
き
、
お
八
重
も

袖
を
絞
り
し
が
、
去
る
者
は
日
々
に
疎
し
、
お
八
重
は
そ
の
後
浮
気
の
風
に
吹
誘
は
れ
て
、
新
聞
に
花
美
な
浮
名
も
高
砂
の
松
島
屋

う
か
れ

ぴ
い
き
に
呼
れ
、
そ
の
浮
連
よ
り
名
も
高
く
盛
る
さ
く
ら
屋
香
を
伝
ふ
吉
野
の
花
と
世
に
知
ら
れ
…

し
か
し
、
魯
文
の
携
わ
っ
て
い
た
当
時
の
か
な
よ
み
新
聞
を
見
れ
ば
、
こ
の
こ
と
も
周
知
の
事
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
「
誰
し
ら
な
み
の
浮

名
に
高
い
横
浜
辨
天
通
り
丸
岡
屋
幸
次
郎
」
の
権
妻
と
し
て
お
八
重
は
紹
介
さ
れ
（
七
二
二
号
・
明
治
十
一
年
七
月
二
十
日
）
、
同
新
聞

記
者
に
「
何
の
蚊
の
と
憧
り
な
が
ら
此
土
地
で
応
来
筋
は
微
塵
も
な
い
白
記
帳
面
の
丸
岡
の
お
八
重
だ
た
と
へ
情
夫
は
泥
的
で
も
妾
に
曇

り
霞
は
な
い
の
に
筆
に
委
せ
て
よ
く
も
よ
く
も
根
の
な
い
事
を
書
い
た
の
は
近
所
隣
り
の
猫
仲
間
に
投
書
を
し
た
奴
が
あ
っ
た
の
だ
ら
う

松
嶋
屋
と
の
一
件
な
ら
ど
ん
な
に
出
さ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
が
応
来
筋
は
真
平
五
免
だ
ホ
ン
ニ
気
障
な
か
な
よ
み
だ
ョ
」
と
の
ろ
け
半
分

語
っ
て
み
た
り
（
一
○
六
三
号
・
明
治
十
二
年
九
月
九
日
）
と
、
丸
岡
幸
次
郎
と
の
繋
が
り
は
本
人
自
身
の
公
言
す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
の

（
４
）

で
あ
る
。

－95－



草
双
紙
「
恋
相
場
花
王
夜
嵐
」
で
新
た
に
加
え
ら
れ
た
桜
屋
お
八
重
と
丸
岡
幸
次
郎
、
さ
ら
に
吉
野
甚
三
郎
と
の
逸
話
を
考
慮
す
る
時
、

そ
こ
か
ら
桜
・
八
重
咲
・
吉
野
山
へ
と
連
想
が
働
き
、
桜
の
異
名
で
あ
る
「
花
王
」
が
表
題
に
出
て
く
る
の
も
強
ち
無
理
と
は
言
え
ま
い

、
、

（
ち
な
み
に
、
か
な
よ
み
新
聞
明
治
十
三
年
六
月
十
五
日
広
告
で
は
「
吉
野
一
重
咲
丸
岡
八
重
咲
／
恋
相
場
桜
花
夜
嵐
」
と
記
載
さ
れ

る
）
。
さ
ら
に
言
え
ば
「
日
高
川
入
相
花
王
」
の
「
花
王
」
と
も
連
想
が
働
い
て
こ
よ
う
。
「
相
場
」
は
吉
野
甚
三
郎
の
職
業
で
あ
る
米
商

に
由
来
。
「
夜
嵐
」
は
と
言
う
と
、
明
治
十
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
夜
嵐
阿
鬼
奴
花
廼
仇
夢
」
（
明
治
十
一
年
六
月
広
告
）
の
大
評
判
以
来
、

か
な
よ
み
新
聞
紙
上
、
旧
真
砂
新
聞
社
員
吉
野
蟠
龍
の
暴
行
醜
聞
の
つ
づ
き
物
「
仇
桜
吉
野
の
夜
嵐
」
（
明
治
十
二
年
四
月
十
三
日
～
十

九
日
）
が
あ
り
、
吉
原
住
人
亀
吉
と
娼
妓
静
波
の
こ
と
を
記
し
た
「
仇
桜
恋
夜
嵐
」
（
明
治
十
二
年
九
月
二
十
七
日
～
十
月
二
十
二
日
）

と
い
う
つ
づ
き
物
が
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
当
時
決
ま
り
文
句
の
如
き
も
の
だ
っ
た
。

先
に
引
用
し
た
広
告
文
に
「
初
編
よ
り
三
篇
読
切
」
と
あ
る
よ
う
に
、
当
初
か
ら
三
編
仕
立
て
で
あ
る
こ
と
を
標
傍
し
た
「
恋
相
場
花

王
夜
嵐
」
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
は
初
編
序
文
で
も
記
さ
れ
て
い
る
。

鐘
も
撞
木
の
当
り
よ
り
、
忽
ち
如
夜
叉
の
面
相
に
、
輪
回
の
焔
火
粉
を
散
ら
し
、
嫉
妬
鬼
聞
と
新
聞
紙
上
に
数
回
を
重
ね
し
吉
野
が

妻
、
阿
仲
が
狂
ふ
意
の
駒
を
、
繋
ぎ
か
ね
た
る
仇
桜
、
芸
妓
お
八
重
が
恋
の
淵
に
浜
の
白
波
打
寄
せ
て
（
略
）
弦
に
因
果
を
重
咲
栄

枯
は
時
の
空
米
相
場
花
に
嵐
の
紛
転
を
三
編
続
き
に
記
延
て
再
桜
木
に
上
す
に
な
ん

明
治
十
三
年
第
四
月
金
花
猫
翁
魯
文
戯
誌
〈
菱
に
文
〉

新
聞
で
は
あ
ま
り
触
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
お
八
重
を
巡
る
物
語
を
挟
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
件
の
背
景
と
な
る
事
象
を
も
収
敵
し

よ
う
と
し
、
十
一
回
の
新
聞
連
載
で
あ
っ
た
も
の
を
、
三
編
九
冊
に
ま
で
長
編
化
す
る
こ
と
を
促
す
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
。
さ
り
と
て

新
聞
の
記
事
を
解
体
す
る
の
で
も
な
く
、
前
後
に
加
え
、
ま
た
途
中
に
お
八
重
の
物
語
は
一
括
し
て
挿
入
す
る
形
で
草
双
紙
の
体
裁
を
整

え
て
い
る
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
以
下
の
よ
う
な
形
で
あ
る
。
一
つ
の
目
安
と
し
て
一
覧
に
付
す
。
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○
第
七
隠
妻
打
の
門
違
ひ

○
第
八
新
年
試
筆
の
離
縁
状

＊

○
第
九
鬼
面
の
鏡
餅
嫉
妬
の
鰕
の
角

「
火
高
川
珍
々
鬼
聞
」

＊ナ
シ

○
第
一
姫
路
屋
米
八
猫
の
履
歴

○
第
二
船
橋
お
仲
上
総
の
始
末

○
第
三
淫
婦
姦
夫
の
因
果
車

○
第
四
甚
三
郎
お
仲
が
悪
縁

○
第
五
悪
垂
老
婦
お
繁
母
子
の
乱
酒

＊ナ
シ

ナ
シ

○
第
六
類
焼
場
の
雑
沓
嫉
妬
騒
ぎ

三三二二二二二二二二初初初初初初初
編 編編編編編編編編編編編編編編編編一
上 上下下下中上中上上下下下中上上上恋

相
三序六二一 八 本 一 本 序 六 三一一七本序場
丁 ・丁丁丁 丁 文 編 文 ・ 丁 丁丁丁丁文．花
表口裏表表裏三表三口裏表 表表裏三口王
1絵1111丁1丁絵11111丁絵夜
六九六一九表八裏九六二九九表嵐
丁丁丁丁丁1丁1丁丁丁丁 丁｜ ー
表裏表裏裏三表 九表 表裏裏裏七

丁 丁 丁
裏裏表

ABB
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○
第
十
偽
妊
娠
の
勘
解
出
願
三
編
上
六
丁
裏
～
九
丁
裏

三
編
中
一
丁
表
～
四
丁
表

○
第
十
一
赤
縄
乱
棄
て
本
末
混
す
ナ
シ

ナ
シ
三
編
中
四
丁
裏
～
九
丁
裏
Ｃ

ナ
シ
三
編
下
一
丁
表
～
九
丁
裏
Ｃ

以
下
、
多
少
の
異
同
は
あ
る
も
の
の
、
重
複
部
分
の
梗
概
に
つ
い
て
は
「
火
高
川
珍
々
鬼
聞
」
の
梗
概
に
譲
り
、
「
恋
相
場
花
王
夜
嵐
」

に
あ
ら
た
に
加
え
ら
れ
た
部
分
（
右
表
Ａ
Ｂ
Ｃ
）
に
つ
い
て
示
し
て
お
く
。

（
Ａ
）
〔
初
編
巻
上
〕
機
関
花
火
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
夏
の
両
国
橋
周
辺
は
大
層
混
雑
し
て
い
た
。
そ
ん
な
中
、
他
人
の
懐
中
を
ね

ら
う
若
者
（
金
五
郎
）
は
、
芸
妓
（
米
）
の
髪
飾
を
抜
き
取
る
が
、
兜
町
米
商
仲
買
の
店
者
（
甚
三
郎
）
に
よ
っ
て
取
り
戻
さ
れ
た
。

以
上
を
発
端
と
し
、
こ
の
後
、
妻
お
仲
の
嫉
妬
よ
り
、
東
京
日
本
橋
区
米
商
吉
野
甚
三
郎
が
、
警
視
庁
を
労
は
し
裁
判
沙
汰
と
な
っ

た
顛
末
を
物
語
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
お
仲
の
母
お
繁
の
履
歴
か
ら
語
ら
れ
て
い
く
。

（
Ｂ
）
〔
二
編
巻
上
・
三
丁
裏
～
〕
抑
も
こ
の
お
八
重
は
、
初
め
て
芸
妓
と
な
っ
た
頃
、
汽
船
問
屋
を
業
と
し
横
浜
の
実
家
旅
店
丸

岡
に
本
妻
の
荒
木
幸
次
郎
と
深
い
仲
で
あ
っ
た
。
岡
田
屋
忠
助
と
の
合
併
の
商
法
筋
よ
り
ご
た
つ
き
を
引
き
出
し
、
金
の
工
面
に
苦

心
す
る
幸
次
郎
で
あ
っ
た
が
、
明
治
十
二
年
四
月
三
日
、
有
賀
才
次
郎
・
本
妻
弟
永
谷
政
智
と
密
か
に
相
談
に
及
ぶ
。
先
立
つ
三
月

二
日
、
身
に
余
る
大
借
に
、
こ
の
三
人
は
、
日
本
橋
徳
永
源
次
郎
方
に
押
し
入
り
、
同
月
十
六
日
に
は
質
渡
世
宇
野
吉
蔵
方
へ
押
し

入
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
〔
二
編
巻
中
〕
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
有
賀
才
次
郎
は
、
六
月
六
日
、
両
替
渡
世
高
橋
五
郎
方
に

押
し
入
る
が
、
丁
稚
佐
藤
貫
之
助
な
ど
の
働
き
も
あ
っ
て
、
分
署
に
引
き
立
て
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
此
一
件
に
よ
り
幸
次
郎
・
政
智

と
も
召
し
捕
ら
れ
て
し
ま
う
。
「
そ
の
日
に
刷
出
す
絵
入
新
聞
に
も
あ
ら
ま
し
を
記
載
た
る
を
見
る
よ
り
び
っ
く
り
」
、
お
八
重
は
本
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妻
お
り
せ
の
方
に
や
っ
て
来
て
共
に
嘆
く
。
三
賊
の
内
、
永
谷
政
智
は
、
奪
い
取
っ
た
小
袖
を
新
吉
原
の
娼
妓
に
遣
っ
て
い
た
。
お

八
重
と
お
り
せ
は
、
幸
次
郎
入
牢
中
、
差
し
入
れ
を
手
厚
く
し
、
姉
妹
の
如
く
で
あ
っ
た
。
ま
た
才
次
郎
馴
染
み
の
吉
原
松
大
黒
の

娼
妓
瀧
山
は
、
二
三
日
音
信
な
か
っ
た
た
め
、
し
た
た
め
た
手
紙
が
丁
度
才
次
郎
召
し
捕
ら
れ
た
時
に
着
き
、
文
も
そ
の
筋
へ
没
収

さ
れ
た
と
の
こ
と
。
結
局
、
強
盗
の
有
賀
は
終
身
、
政
智
と
幸
次
郎
は
七
年
の
懲
役
。
お
八
重
も
涙
を
流
し
た
が
、
い
つ
し
か
浮
気

の
風
に
吹
誘
わ
れ
、
新
聞
に
松
島
屋
び
い
き
の
名
も
高
く
、
吉
野
の
花
と
世
に
知
ら
れ
る
存
在
と
な
っ
て
い
っ
た
。
（
そ
う
し
た
中

で
親
し
き
仲
と
な
っ
た
）
甚
三
郎
の
面
影
は
、
生
き
別
れ
た
幸
次
郎
に
似
て
い
た
と
い
う
。

（
Ｃ
）
〔
三
編
巻
中
．
途
中
〕
芝
愛
宕
下
東
京
府
病
院
に
て
外
国
医
師
「
フ
ッ
ケ
マ
ン
」
の
診
察
に
よ
り
真
の
懐
妊
に
あ
ら
ず
と
判

明
。
全
く
の
離
縁
と
な
っ
た
。
甚
三
郎
も
安
堵
を
な
し
、
お
八
重
の
方
に
向
か
う
途
中
、
髪
振
り
乱
し
怒
り
の
形
相
の
女
が
、
懐
剣

取
り
出
し
迫
っ
て
く
る
。
甚
三
郎
は
お
八
重
の
所
に
行
き
、
と
も
に
立
ち
退
く
道
の
途
中
、
丑
の
刻
参
り
の
鬼
女
に
出
会
う
。
実
は

二
人
共
に
見
た
夢
で
あ
っ
た
。
〔
三
編
巻
下
〕
さ
き
に
懲
役
十
年
の
刑
と
な
っ
た
丸
岡
幸
次
郎
は
懲
役
の
苦
に
堪
え
か
ね
て
、
監
獄

所
に
て
死
去
。
そ
の
一
方
で
甚
三
郎
・
お
八
重
は
晴
れ
て
夫
婦
と
な
り
、
吉
野
の
店
は
益
々
繁
昌
で
あ
っ
た
。
「
此
ふ
た
り
の
事
、

末
に
物
が
た
り
な
し
。
こ
れ
よ
り
余
白
に
何
を
か
記
さ
ん
」
と
し
、
以
下
草
双
紙
の
沿
革
を
記
し
（
主
に
触
れ
る
戯
作
者
と
し
て
京

伝
・
馬
琴
・
三
馬
・
京
山
・
文
京
・
種
員
に
触
れ
る
）
、
版
元
金
松
堂
の
繁
栄
を
祝
う
て
目
出
度
く
終
わ
る
。

興
味
深
い
の
は
三
編
巻
中
で
「
此
ふ
た
り
の
事
、
末
に
物
が
た
り
な
し
。
こ
れ
よ
り
余
白
に
何
を
か
記
さ
ん
」
と
し
、
以
後
、
草
双
紙

の
沿
革
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
結
果
的
に
は
当
代
の
戯
作
者
に
よ
る
貴
重
な
証
言
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
今
日
的
評
価

に
す
ぎ
な
い
。
冒
頭
か
ら
演
劇
仕
立
て
の
よ
う
に
、
登
場
人
物
た
ち
が
遭
遇
す
る
場
（
Ａ
）
を
描
き
、
途
中
に
お
八
重
の
話
（
Ｂ
）
を
挟

み
込
む
形
で
相
応
の
長
さ
を
も
っ
て
描
い
て
、
と
も
か
く
も
三
編
仕
立
て
に
す
る
こ
と
を
最
優
先
し
た
こ
と
が
わ
か
る
の
だ
が
、
「
こ
れ

よ
り
余
白
に
何
を
か
記
さ
ん
」
と
表
明
さ
れ
て
は
、
こ
れ
を
読
ま
さ
れ
た
読
者
が
い
か
に
鷹
揚
で
あ
っ
た
か
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。
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投
げ
出
す
こ
と
は
、
発
行
元
の
金
松
堂
に
と
っ
て
避
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
中
で
「
何
を
か
記
さ
ん
」
と
解
き
放
た
れ
、
自
在
に

書
き
記
し
た
の
が
三
編
下
の
内
実
で
あ
っ
て
、
物
語
か
ら
の
飛
翔
と
で
も
称
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

す
で
に
二
編
下
末
尾
で
「
○
是
よ
り
お
仲
が
母
の
お
し
げ
が
約
定
違
約
に
吉
野
が
所
知
を
告
訴
の
裁
判
沙
汰
終
に
離
縁
の
手
切
は
な
し

お
八
重
が
事
を
記
止
め
の
縁
結
び
は
第
三
編
に
て
目
出
た
し
ノ
ー
」
と
三
編
の
構
想
が
予
告
さ
れ
て
い
る
。
離
縁
か
な
っ
て
お
八
重
と
甚

三
郎
が
結
ば
れ
る
こ
と
で
目
出
度
し
と
す
る
が
、
（
Ｃ
）
の
文
中
に
は
善
玉
悪
玉
の
登
場
す
る
心
学
的
要
素
や
、
懐
剣
取
り
出
し
丑
の
刻

参
り
の
お
仲
と
の
遭
遇
、
実
は
夢
だ
っ
た
と
の
オ
チ
も
新
聞
連
載
に
は
な
い
趣
向
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
二
編
の
文
中
で
は
扱
お
う
と
し

な
い
話
題
が
混
在
し
た
感
が
あ
り
、
こ
こ
ま
で
の
二
編
と
の
間
に
頗
る
落
差
を
感
じ
る
。
そ
し
て
、
話
を
延
ば
す
に
苦
心
の
様
子
が
覗
え

る
割
に
は
、
ど
う
も
暖
昧
な
形
で
の
終
結
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
そ
れ
ま
で
た
び
た
び
「
記
者
日
」
と
し
て
情
報
源
を
明
ら
か
に
し
、

「
架
空
」
の
作
り
物
語
で
な
い
こ
と
を
標
傍
し
て
い
た
こ
と
と
打
っ
て
か
わ
っ
て
、
（
Ｃ
）
の
設
定
は
、
あ
ま
り
に
自
在
に
夢
の
世
界
を
持

ち
込
ん
で
描
い
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
う
し
た
結
び
の
あ
り
方
に
は
、
一
つ
に
は
ひ
た
す
ら
完
結
す
る
こ
と
に
執
着
し
た
書
騨
の
意
向
を
く
ん
で
も
良
い
の
だ
ろ
う
。
出
版

時
期
も
事
件
か
ら
既
に
二
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
当
初
か
ら
三
編
仕
立
て
と
さ
れ
た
『
恋
相
場
花
王
夜
嵐
』
で
あ
っ
た
が
、
実
は
、

当
初
か
ら
何
か
構
想
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
魯
文
自
身
難
渋
し
た
こ
と
を
三
編
序
に
吐
露
し
て
い
る
。

一
太
刀
ニ
タ
太
刀
た
ぢ
ノ
ー
と
。
三
編
目
に
は
煙
草
休
み
。
け
む
に
は
さ
せ
ぬ
と
板
元
が
。
日
々
夜
々
の
詰
催
促
。
此
儘
に
し
て
立

消
て
は
。
花
の
夜
嵐
眺
望
の
遺
憾
。
（
中
略
）
め
で
た
し
ノ
ー
打
出
し
迄
。
か
き
て
兜
の
緒
を
し
め
ろ
。
と
再
三
編
の
督
責
に
。
久

し
く
絶
し
夜
延
仕
事
。
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さ
て
、
先
の
一
覧
を
確
認
す
る
に
、
い
ろ
は
新
聞
掲
載
「
○
第
十
一
赤
縄
乱
棄
て
本
末
混
す
」
は
、
草
双
紙
に
作
り
直
す
際
に
全
く

用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
こ
れ
よ
り
余
白
に
何
を
か
記
さ
ん
」
と
三
編
九
冊
に
す
る
た
め
に
無
理
矢
理
こ
じ
つ
け
た
感

を
も
つ
話
が
挿
ま
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
一
体
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
第
十
一
回
は
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

恐
ら
く
裁
判
の
な
り
ゆ
き
が
魯
文
の
思
い
通
り
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
実
際
の
裁
判
は
、
む
し
ろ
有
喜
世
新
聞
の
報
道
に
即
し
た

か
の
よ
う
に
、
甚
三
郎
の
側
に
罪
を
み
て
い
る
。
確
認
し
え
た
裁
判
の
顛
末
と
し
て
、
明
治
十
三
年
二
月
五
日
の
読
売
新
聞
三
面
二
段
目

に
次
の
よ
う
な
記
事
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
た
。
い
み
じ
く
も
ち
ょ
う
ど
そ
の
日
は
、
い
ろ
は
新
聞
「
火
高
川
珍
々
鬼
聞
」
の
第
十
一

回
が
掲
載
さ
れ
完
結
し
た
日
で
も
あ
る
。

○
兜
町
の
吉
野
甚
三
郎
は
其
筋
の
允
許
も
受
け
ず
機
を
造
シ
て
風
癩
病
の
女
房
お
仲
を
押
し
込
め
た
科
に
て
昨
日
罰
金
三
十
円
（
山

本
注
’
二
月
六
日
四
面
記
事
に
て
三
十
銭
に
金
額
訂
正
）
を
申
付
ら
れ
ま
し
た
。

読
売
新
聞
で
報
道
さ
れ
た
の
は
、
離
婚
問
題
云
々
で
は
な
く
、
む
し
ろ
夫
吉
野
甚
三
郎
へ
の
罰
金
と
の
報
道
で
あ
っ
た
。
「
其
筋
の
允
許

も
受
け
ず
」
、
家
に
押
込
め
た
こ
と
を
罰
す
る
の
だ
と
い
う
。
草
双
紙
「
恋
相
場
花
王
夜
嵐
」
が
、
事
実
を
伝
え
る
と
い
う
こ
と
に
固
執

す
る
な
ら
、
そ
れ
ま
で
の
二
編
で
詳
述
し
た
甚
三
郎
の
所
為
に
対
し
な
ん
と
か
理
屈
を
こ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
い
ろ
は
新
聞

紙
上
で
述
べ
来
た
っ
た
よ
う
に
、
お
仲
の
履
歴
を
語
る
こ
と
も
母
お
繁
の
こ
と
を
語
る
こ
と
も
、
お
仲
の
狂
乱
ぶ
り
を
語
る
こ
と
も
、
す

べ
て
公
判
の
結
果
を
前
に
し
た
時
、
修
正
を
要
す
る
事
項
と
な
ろ
う
。
裁
判
と
い
う
結
末
を
前
に
し
て
、
そ
の
過
程
に
種
々
の
物
語
を
膨

ら
ま
せ
、
介
在
さ
せ
る
こ
と
は
出
来
て
も
、
結
末
そ
の
も
の
を
動
か
す
こ
と
は
、
読
む
者
を
ど
う
説
得
出
来
る
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に
ｌ
結
末
の
行
衛
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裁
判
と
い
う
公
の
権
力
を
描
く
こ
と
が
、
実
事
件
を
元
に
し
た
戯
作
の
中
に
取
り
込
ま
れ
た
と
き
、
下
さ
れ
た
判
決
を
無
視
し
、
虚
構

の
世
界
と
し
て
の
判
決
を
描
く
こ
と
な
ど
、
新
聞
紙
条
例
な
ど
の
存
す
る
中
に
あ
っ
て
、
果
た
し
て
可
能
な
の
か
と
さ
え
思
う
。
江
戸
時

代
の
仇
討
ち
物
は
、
仇
討
ち
そ
の
も
の
の
達
成
で
物
語
を
終
結
し
え
た
。
し
か
し
明
治
の
御
時
勢
に
あ
っ
て
、
裁
き
は
裁
判
所
で
な
さ
れ
、

報
ず
る
規
制
に
取
り
囲
ま
れ
た
時
㈲
実
事
件
に
即
し
た
物
語
の
行
衛
は
公
判
結
果
へ
と
委
ね
ら
れ
て
い
く
。
事
件
に
対
す
る
熱
が
冷
め
切

ら
ぬ
う
ち
に
描
く
こ
と
が
叶
わ
ぬ
な
ら
ば
、
戯
作
は
実
事
件
や
裁
判
に
関
わ
り
つ
づ
け
る
こ
と
は
出
来
ず
、
幾
つ
か
の
点
で
自
制
を
働
か

す
し
か
な
い
の
だ
ろ
う
。
魯
文
は
「
火
高
川
珍
々
鬼
聞
」
の
第
十
一
回
を
捨
象
し
た
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
実
判
決
を
前
に
し
て
、
夢
の
中

で
の
丑
の
刻
参
り
と
い
う
形
で
お
仲
の
怨
嵯
を
彼
方
に
走
り
行
か
せ
る
こ
と
し
か
、
魯
文
に
は
残
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

〔
注
〕

（
１
）
例
え
ば
、
山
田
俊
治
氏
『
大
衆
新
聞
が
つ
く
る
明
治
の
〈
日
本
こ
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
・
二
○
○
二
年
十
二
月
刊
）
や
「
未
完
の
物
語
ｌ
「
仮
名

読
新
聞
」
の
連
載
記
事
（
続
き
物
と
（
横
浜
市
立
大
学
論
叢
第
五
十
六
巻
第
二
号
・
二
○
○
五
年
三
月
）
を
は
じ
め
と
す
る
一
連
の
労
作
を
一
瞥

す
る
だ
け
で
も
そ
う
し
た
類
の
記
事
は
多
く
見
い
だ
せ
る
だ
ろ
う
。

（
２
）
検
証
に
は
限
界
が
あ
る
が
、
実
際
の
事
柄
で
あ
っ
た
と
目
さ
れ
る
の
は
、
例
え
ば
お
仲
の
母
繁
が
甚
三
郎
の
父
と
同
居
し
て
い
る
く
だ
り
な
ど
が

そ
う
で
あ
る
。
有
喜
世
新
聞
で
は
第
四
回
に
「
お
仲
が
吉
野
へ
稼
入
た
時
お
仲
の
母
と
甚
三
郎
の
父
を
婚
は
し
実
家
方
を
相
続
さ
せ
た
重
縁
」
と
あ

り
、
い
ろ
は
新
聞
で
も
第
四
回
に
「
幸
ひ
父
留
吉
は
独
身
な
れ
ば
お
し
げ
と
似
合
の
茶
飲
友
達
一
所
に
な
さ
ば
家
内
の
納
り
宜
し
か
ら
ん
」
と
表
現

さ
れ
共
通
す
る
。
当
時
の
読
者
は
、
微
妙
に
現
実
感
を
も
っ
て
読
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
。

（
３
）
本
書
奥
付
に
は
刊
年
記
載
が
な
い
。
一
部
の
所
蔵
本
に
は
「
出
板
御
届
明
治
十
三
年
五
月
廿
五
日
」
（
禾
口
庵
文
庫
本
ほ
か
）
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

で
は
実
際
の
刊
行
だ
が
、
新
聞
広
告
を
手
だ
て
に
確
認
し
て
み
る
と
、
か
な
よ
み
新
聞
一
二
八
九
号
（
明
治
十
三
年
六
月
十
五
日
）
広
告
に
次
の
よ

う
に
記
載
さ
れ
る
。

よ
し
の
、
ひ
と
へ
ざ
き
士

吉
野
一
重
咲
坐

の
、
ひ
と
へ
ざ
き
ま
る
を
か
の
や
へ
ざ
き
こ
ひ
さ
う
ば
は
な
の
よ
あ
ら
し

野
一
重
咲
丸
岡
八
重
咲
／
恋
相
場
桜
花
夜
嵐
初
編
よ
り
三
篇
読
切

猫
々
道
人
原
稿
梅
堂
国
政
画
初
編
来
る
十
五
日
売
出
し
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仮
名
垣
魯
文
著
梅
堂
国
政
画

○
恋
相
場
花
王
夜
嵐
三
篇
大
尾
全
部
出
揃
ひ
（
以
下
省
略
、
他
三
点
の
広
告
）

右
は
執
れ
も
精
美
の
草
双
紙
な
る
中
に
も
「
娘
浄
瑠
璃
」
は
諸
新
聞
で
評
判
の
竹
本
紋
清
の
母
が
切
害
さ
れ
し
因
念
話
を
綴
り
し
も
の
に
て
近
日

相
違
な
く
売
出
し
申
候
間
何
卒
御
愛
顧
希
ふ

東
京
横
山
町
三
丁
目
辻
岡
屋
文
助

三
編
に
つ
い
て
、
お
そ
ら
く
広
告
掲
載
さ
れ
た
明
治
十
五
年
三
月
刊
行
と
し
て
良
い
だ
ろ
う
。

（
４
）
具
体
的
に
、
か
な
よ
み
新
聞
よ
り
お
八
重
関
連
記
事
の
幾
つ
か
を
抜
粋
し
て
お
く
。

◇
か
な
よ
み
新
聞
第
七
二
二
号
（
明
治
十
一
年
七
月
二
十
日
）

「
猫
々
奇
聞
」
○
誰
し
ら
な
み
の
浮
名
に
高
い
横
浜
辨
天
通
り
丸
岡
屋
幸
次
郎
の
本
妻
で
先
頃
絵
入
で
感
心
と
大
層
誉
た
お
千
代
猫
は
本
夫
が
長

い
懲
役
に
赤
い
心
の
女
の
鏡
姿
写
せ
ば
化
粧
の
も
の
姉
妹
分
の
権
妻
お
八
重
が
手
解
き
で
ポ
ッ
ノ
ー
噛
る
猫
の
皮
漸
々
座
附
と
三
下
り
が
卒
業
を

し
た
計
り
で
も
腕
に
覚
え
の
猫
交
際
ヘ
イ
今
晩
ハ
と
日
本
橋
呉
服
町
の
樽
新
道
か
ら
弘
め
を
す
る
と
妹
お
八
重
の
古
猫
は
跣
足
と
い
ふ
全
盛
で
お

茶
は
挽
ぬ
お
約
束
多
い
お
客
の
其
内
で
楮
幣
放
れ
の
よ
い
人
な
ら
後
立
に
仕
様
と
思
ひ
じ
や
れ
つ
く
爪
を
磨
す
ま
し
硯
を
つ
け
て
居
る
矢
先
に
先

頃
二
三
度
中
安
や
隅
屋
で
呼
れ
た
藤
○
と
か
い
ふ
芝
三
田
辺
の
或
会
社
へ
勤
る
手
代
の
鯰
上
り
髭
は
剃
て
も
○
○
風
紙
は
自
由
の
商
売
物
ぺ
う

告
記
載
が
確
認
で
き
る
。

此
は
先
々
い
ろ
は
新
聞
に
て
評
判
の
火
高
川
珍
々
奇
聞
と
絵
入
新
聞
に
て
客
歳
中
長
々
と
記
載
し
強
盗
丸
岡
幸
次
郎
の
顛
末
日
本
橋
の
芸
妓
桜
屋

お
八
重
と
米
商
吉
野
甚
三
郎
の
馴
染
を
三
編
読
切
と
し
て
第
初
編
発
見
申
候
間
お
ん
求
め
を
希
ふ

横
山
町
二
丁
目
金
松
堂
辻
岡
屋
文
助
板

従
っ
て
初
編
に
関
し
て
は
明
治
十
三
年
六
月
十
五
日
売
出
と
知
れ
る
。
二
編
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
は
新
聞
四
○
七
号
（
明
治
十
四
年
四
月
二
十
日
）

十
三
年
仇
嵐
／
州
間
堀
韓
紅
冬
楓
月
夕
栄
第
二
編

恋
相
場
花
王
夜
嵐
第
二
編

右
は
本
月
廿
一
日
よ
り
売
出
し
不
相
替
御
求
を
奉
願
候

横
山
町
三
丁
目
辻
岡
屋
文
助

よ
っ
て
二
編
刊
行
は
明
治
十
四
年
四
月
二
十
一
日
と
知
れ
る
。
三
編
に
つ
い
て
も
、
東
京
絵
入
新
聞
二
○
一
三
号
（
明
治
十
五
年
三
月
五
日
）
に
広

に
次
の
広
告
記
載
が
あ
る
。
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本
稿
は
、
当
館
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
開
化
期
戯
作
の
社
会
史
的
研
究
」
、
な
ら
び
に
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
「
原
典
資
料
の
調
査
を
基

礎
と
し
た
仮
名
垣
魯
文
の
著
述
活
動
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」
に
基
づ
く
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
大
会
（
二
○
○
六
年
一
月
大

会
於
国
文
学
研
究
資
料
館
）
で
の
口
頭
発
表
「
「
恋
相
場
花
王
夜
嵐
」
の
研
究
」
の
一
部
を
礎
と
し
、
そ
の
後
の
調
査
結
果
を
反
映
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

資
料
利
用
に
あ
た
っ
て
、
中
丸
宣
明
氏
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

【
補
記
一

ノ
ー
然
と
切
る
の
で
お
千
代
猫
は
〆
子
の
兎
と
空
に
嚥
く
虎
の
勢
ひ
（
以
下
略
）

◇
か
な
よ
み
新
聞
一
○
一
二
号
（
明
治
十
二
年
七
月
十
日
）
片
岡
我
童
と
の
一
件

堀
嘉
は
小
春
お
八
重
を
始
め
日
本
橋
猫
三
四
人
と
打
連
て
横
浜
の
或
料
理
屋
へ
登
り
込
此
間
か
ら
出
港
し
て
ゐ
る
片
岡
我
童
兄
弟
を
呼
び
あ
げ
て

大
ス
ッ
チ
ャ
ン
の
鈍
突
騒
ぎ
猫
の
中
に
は
兄
弟
の
俳
優
を
当
込
者
も
あ
る
…

◇
か
な
よ
み
新
聞
一
○
五
九
号
（
明
治
十
二
年
九
月
四
日
）

「
猫
々
奇
聞
」
○
日
本
橋
辺
で
泥
棒
猫
と
評
判
の
卿
俵
（
尤
も
蔓
尾
で
居
た
雄
が
泥
棒
で
当
人
は
正
直
者
）
が
（
略
）
否
な
鯰
の
お
髭
を
撫
る
も

何
処
の
馬
の
骨
だ
か
知
れ
も
し
れ
へ
お
目
出
た
い
奴
に
応
来
と
身
を
委
せ
る
側
に
や
偶
に
や
ア
松
嶋
屋
（
我
童
）
に
で
も
逢
た
い
か
ら
だ
と
親
の

前
を
も
憧
ら
ず
隣
り
近
所
の
差
合
く
ら
ず
大
業
に
噸
鳴
散
す

◇
か
な
よ
み
新
聞
一
○
六
三
号
。
（
明
治
十
二
年
九
月
九
日
）

「
猫
々
奇
聞
」
…
一
盃
二
盃
や
ら
か
し
て
ゐ
る
最
中
隣
り
座
敷
の
し
ん
猫
が
面
の
憎
い
オ
ヤ
新
聞
屋
が
来
て
ゐ
る
よ
け
ふ
も
け
ふ
と
て
鯰
を
押
へ

て
応
来
だ
の
何
の
蚊
の
と
憧
り
な
が
ら
此
土
地
で
応
来
筋
は
微
塵
も
な
い
白
記
帳
面
の
丸
岡
の
お
八
重
だ
た
と
へ
情
夫
は
泥
的
で
も
妾
に
曇
り
霞

は
な
い
の
に
筆
に
委
せ
て
よ
く
も
よ
く
も
根
の
な
い
事
を
書
い
た
の
は
近
所
隣
り
の
猫
仲
間
に
投
書
を
し
た
奴
が
あ
っ
た
の
だ
ら
う
松
嶋
屋
と
の

一
件
な
ら
ど
ん
な
に
出
さ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
が
応
来
筋
は
真
平
五
免
だ
ホ
ン
ニ
気
障
な
か
な
よ
み
だ
ョ
と
の
ろ
け
半
分
…
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